
【　特発性（遺伝性）肺動脈性肺高血圧症　】

小児循環器科 患者様用

お名前： 主治医： 担当看護師：

月日 ／

入院当日

項目 治療前日 治療当日（治療中）

・不整脈の出現がない。

・胸痛・動悸等の自覚症状がない。

・刺入部からの出血がない。

不安・疑問が生じたときの対処がわかる。 ・刺入部の痛み出現時に報告できる。

終了

検査
採血、胸部レントゲン、心電図、心エ
コー

活動・安静度

特に制限はありません。 ・病室で検査着に着替えます。検査
着の下は何も身に付けないでくださ
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
ベッドで検査室に行きます。

・検査室で検査台に移動します。

食事

治療食の方以外は制限ありません。 ・朝食以降、食事は摂れません。
（検査の時間によっては変更があり
ます。）

清潔

シャワー浴ができます。 入浴、シャワー浴ともにできません。 タオルで身体を拭きます。 入浴可能です。

排泄

検査の前に必ずトイレを済ませてく
ださい。

・検査中、トイレに行きたくなったら声をか
けてください。
 お手伝いします。

・医師が診察します。
・刺入部の消毒をして安静解除になりま
す。

・安静中は看護師がお手伝いします。
・安静解除後、タオルで身体を拭きます。

ご質問やご不明な点がありましたら、医師または看護師にお伝えください。
予定は、お身体の状態や検査の状況で変更となる場合がございます。ご了承ください。
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入院3日目 退院

・安静解除は医師が行います。
・刺入部の消毒後、安静度について
 ご説明します。

退院後の生活がイメージできる。
胸部の不快感がない。

治療当日（治療後）

退院後の生活について分からない
ことがありましたら御相談下さい。

／

治療の必要性について理解、同意ができる。

特発性（遺伝性）肺動脈性肺高血圧症は1人/100万人と稀な疾患ですが、診断には心臓カテーテル検査が必須です。当院小児科へは全国から紹介があり年間約30人の方々に心臓カテーテル検査を行っています。主には定期的検査で多くの方々に年1回行いっており、安全に行う

ことができています。通常、入院期間は4日間で各々の患者さんに合わせてあらかじめ設定されたクリニカルパスで検査、処置が迅速かつ安全に行えるようになっております。また、当科は10年以上にわたり肺高血圧に対しカテーテル検査をおこなってきており、十分安全に行
える経験と実績があります。特発性肺動脈性肺高血圧症で入院され検査を受ける患者さんは、このような入院生活を送ります。

治療後2日目

／

心臓カテーテル検査（PAH成人病棟）を受ける患者さんへ

治療後１日目

患者さん及び
ご家族への
　説明
栄養指導
服薬指導

・食事は麻酔から覚めた後、白湯を飲んで嘔吐がな
ければ摂ることができます。
（看護師がお知らせしますのでお待ちください。）
ベッド上安静の時は看護師がお手伝いします。
・造影剤を使用していますので、水分を多めに摂る
ようにしてください。

・検査室からベッドで病室に戻ります。検査後の安
静度については検査終了後お知らせします。
・検査した部位を動かさないようにしてください。

治療・薬剤
(点滴・内服)

・処置
・リハビリ

達成目標

・ベッド上安静の場合は看護師がお手伝いします。
・検査後、初回トイレ時は看護師が付き添います。

・入院時オリエンテーションを行いま
す。
・医師が検査について説明をします。
・検査承諾書をお渡しください。
・症状があるときは看護師にお知ら
せください。
・入院前に内服しているお薬があり
ましたら 教えてください。 続けて内
服するか医師が確認します。

・検査に行く前に義歯、装飾品は外
してください。
・化粧・マニキュアは落としてくださ
い。
・貴重品の管理にご注意ください。

・検査室では専任の看護師がお世話しま
す。
・気分が悪かったり、心配なことがありまし
たら、 遠慮なくお申し出ください。
・造影剤の影響で体がカーッと熱くなりま
すがすぐに 落ち着きます。
・検査中は安静が必要です。痛みや痒み
などが ある時は動かず声に出してお知ら
せください。

・胸に痛みがある時、気分が悪い時、針を刺したとこ
ろ の痛みや腫れがある時、腰痛がある時は看護師
に お知らせください。
・医師から検査の結果、退院後の注意事項につい
て 説明します。

・治療部位にマーキングをします
・場合によっては検査部位の毛を剃
らせていただくことがあります。

・病室にて点滴を行います。
・お薬は少量の水で内服してくださ
い。
・検査室入室１時間前にマーキング
部位に痛みどめクリームを塗りま
す。
・検査室入室30分前に眠くなる点滴
をします。

・心電図をつけます。
・眠くなる薬を使用する場合があります。
・検査の針を入れる部位を消毒し局所麻
酔の注射を します。
・肘、もしくは脚の付け根の血管より心臓
まで 長い管を 入れます。
・検査が終了したら針を抜き、血が止まる
まで医師が 押さえます。止血の確認をし
て圧迫固定します。

病室帰室後、心電図モニター等を装着します。


